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１． はじめに 

近年，少子高齢化や人口減少により，地方を中心にバ

ス路線の減便や廃止が著しい．同時に，移動困難者の増

加や中心市街地と郊外部のモビリティ格差が深刻化し

ている．このような状況を受けて各地の自治体では，乗

合のオンデマンド交通システム（以下 DRT）を導入し

ている．しかし，乗合を前提としているが空席が目立つ

状況が見受けられる．したがって，運航効率が悪く，収

支率も悪くなってしまっている．また，自治体の財政負

担が大きく，持続可能性が懸念される場合がある． 

そこで本研究では，千葉県山武市の DRT を対象とし

て，空席削減のための利用促進に向けた料金システム

による DRT 施策の有効性を検証する． 

２． 山武市の DRTの実態分析 

２．１ 研究対象地域 

 山武市の DRT の運行形態の概略図を図－１に示す． 

 

図－１ 山武市の DRT の運行形態概略図 

 山武市を運行する DRT は，５人乗りのセダン型乗用

車（運転手１名）で，９台体制で運行している．運賃は

一律 300 円である． 

２．２ DRTの運行データによる分析 

 2018 年 11 月の DRT の運行データを用いて，利用状

況の現状把握を行う．図－２，図－３に分析結果を示す． 

 
図－２ １運行での最大乗車人数の割合（2018.11） 

 

図－３ 時間帯別利用件数の分布（2018.11） 

運行の約６割が乗車１名のみでの運行であった．ま

た，時間帯別の利用件数をみると，早朝の時間帯に利用

が多く，夕方の 17 時台は利用が少ない． 

３．割引施策に関するアンケート調査に関して 

３．１ 割引施策の提案 

 川崎ら 1)は，山武市の DRT の予約期限別に着目して

イールドマネジメント導入による利用増加の可能性を

示した．しかし，割引料金による需要弾力性から導入可

能性を分析しているにすぎず，時間帯別に異なる空席

状況に応じた割引料金については今後の課題であった．          

そこで本研究では，表－１に示した実際の空席状況を

勘案した時間帯別に，複数の料金プランを提案する． 

表－１ 提案する料金プラン 

 

乗車人数１名

61%

乗車人数２名
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３．２ 対面インタビュー式アンケート調査 

 アンケート対象者に表－１の料金プランを提示して

対面インタビュー式のアンケート調査を成東地域で実

施した．調査の概要を表－２に示す． 

表－２ 対面アンケート調査の概要 

 

４．料金プランの選択モデルの構築 

４．１ モデルの概要 

 ここでは，アンケートの中で一番回答の多かった買

い物目的を対象とする．回答者は DRT の利用をいつの

時間帯に希望し，その時にどの料金を選択するかを考

えることから，ネスティッドロジット（NL）モデルを

適用する．NL モデルのツリー図を図－４に示す． 

 
図－４ NLモデルのツリー図 

また，NL モデルの式を(1)，(2)に示す． 

(1) 

 

𝑉𝑚 = 𝛽1𝑍1𝑖 + 𝛽2𝑍2𝑖 + ⋯ + 𝛽𝑘𝑍𝑘𝑖         (2) 

𝑃(𝑚/𝑝)：pを与件とする場合の mの条件付き確率 

 𝑉𝑚：選択肢 mの選択による効用(上位レベル) 

𝑉𝑝：選択肢 pの選択による効用（下位レベル） 

𝛽𝑘：k番目の変数パラメータ 

𝑍𝑘𝑖：説明変数 

４．２ パラメータ推定結果 

 パラメータ推定結果を表－３に示す． 

表－３ パラメータ推定結果 

 

 尤度比と的中率が決して高いと言えない結果になっ

たが，t 値に関してはどの変数においても 95％有意水準

を満たす結果になった． 

４．３ 感度分析 

 表－３のパラメータ推定結果より，感度分析を行う．

ここでは，割引料金の費用を変動させて選択確率の変

化を検証する．図－５，図－６に感度分析の結果を示す． 

 

図－５ 感度分析（午前割引料金の費用変化） 

 

図－６ 感度分析（午後割引料金の費用変化） 

 料金を 100 円まで引き下げると，300 円の時と比べ，

利用選択率が約 7.3％増加することが分かった．同時に，

利用しない確率は，約 3.9％減少することが分かった． 

以上より，本施策適用によって，DRT の潜在需要を

顕在化できる可能性を見出すことができた． 

５．おわりに 

 本研究は，千葉県山武市の DRT を対象として，時間

帯別割引料金提示による空席削減施策の有効性を検証

した．その結果，費用を変動させた感度分析により，割

引料金提供によって，空席削減のための利用促進の可

能性を示すことができた． 

今後の課題としては，時間帯の選択肢を細かく設け，

より精緻にモデル分析する必要性がある． 
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項目 内容

回答者 山武市成東地域における主要施設を利用する方

実施期間 2019年12月11日，12月12日，12月18日

有効回答数 181（91.4％）

調査場所 山武市成東地域における主要施設5カ所で実施

調査内容

・個人属性

・日常の交通手段の把握

・割引料金プランの表を提示し，その時の利用意向の把握

回収部数 198

パラメータ ｔ値

料金 -0.00326 -3.47

予約変更ダミー -1.64 -3.77

免許保有ダミー 0.54 1.96

所要時間 -0.0255 -2.31

女性ダミー 0.7800 4.02

尤度比

自由度調整済み尤度比

的中率

サンプルサイズ

説明変数
推定結果
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